埼玉県中学校体育連盟野球専門部・公式記録
学校総合体育大会・８月１日（火）

越谷市民球場

準決勝　第１試合

	チーム
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	３
	４
	５
	６
	７
	
	
	
	計

	川口芝東
	０
	０
	０
	０
	１
	０
	０
	
	
	
	１

	立教新座
	０
	０
	０
	０
	０
	２
	×
	
	
	
	２


バッテリー　芝東　岸　―飯塚

　　　　　　立教　矢部―木村

長打　　　　二塁打：増田（立教）、熊木（芝東）

戦評
４回表　芝東、４番飯塚のＤＢから、スチール、５番今井のバントが内野安打となり、大和四球で無死満塁も、立教・矢部、８番、９番を１ゴロ、１番を５ゴロに切り、ピンチを切り抜けた。

その裏、普通は気落ちしてピンチを招くが、さすが強豪・川口地区の代表。５Ｆ、８Ｆ、そして大きな飛球をセンター藤原ぐぁ背走しながら好捕するプレーで３人で切った。

そして、５回表、芝東。先頭２番、田中康のヒット、スチール。橋爪送って１死３塁から、４番飯塚のスクイズエンドラン（ライト前ヒット）で先制！

その裏、立教も、先頭６番真田の四球、７番森本、手堅く送るも、８番１Ｆ、９番も８正面でチェンジ。

６回裏、立教の攻撃。先頭・増田ＤＢ、２番黒崎がバントを決め、これがエラーを誘い無死１—３塁に。ここで３番藤四球で満塁。４番木村ＤＢで同点、５番矢部６ゴロ本塁封殺も、６番真田ＤＢで逆転。２死から８番村田、レフトへ快打も、レフト・今村、ダイビングキャッチ！スーパープレーで１点差でしのいだ。

７回表、代打・熊木が左中間へ２塁打。しかし、１番三振、２番１ゴロの２死３塁。１打同点も、立教・矢部、６ゴロで切り、ゲームセット。

関東大会への切符を手にした。

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

準決勝　第２試合
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	７
	
	
	計

	横瀬
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	
	０

	草加・花栗
	０
	０
	０
	０
	０
	２
	×
	
	
	２


バッテリー　横瀬　　　古賀　―松尾

　　　　　　花栗　　　津田　―今西

長打　　　　２塁打：山口（花栗）

戦評
１回裏、花栗の攻撃。１番・神部、８前ヒット、２番上野の１前番とＦＣで無死１、２塁。

しかし、３番１Ｆ、４番７Ｆ、５番三振で横瀬のエース、古賀が踏んばった。

２回表、松尾ポテンヒット、５番柳、バント。２死３塁ととなるが、花栗のエース・津田も三振で切りチェンジ。

３回裏、失策、センター前ヒットで無死１、２塁から、２番上野手堅くバントで送り、１死２、３塁のチャンス。ここで３番６ゴロ、本塁ＴＯ。５番６Ｆでチェンジ。

両投手の踏んばりで０—０のまま終盤へ。

そして６回、今西、松尾のヒットで作った２死１、２塁から、７番山口が値千金の左中間２塁打。２点をあげた。

最終回も津田が力投。完封で関東大会出場を決めた。

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

決勝

	チーム
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	立教
	０
	０
	３
	１
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	４

	草加・花栗
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	０
	０
	０
	０
	０
	０
	
	
	０


バッテリー　立教　　　森本、矢部　―木村

　　　　　　花栗　　　山口　―今西

長打　　　　３塁打：矢部（立教）

長打　　　　２塁打：伊東（花栗）、上野（花栗）、松尾（花栗）

３塁打：神部（花栗）

戦評
両チーム、２番手投手の先発となった決勝戦。

３回　立教の攻撃。加藤ヒット、増田内野安打、２番村田送りバントで２死２、３塁。

ここで３番・藤。９前に２点タイムリー。

さらに４番・矢部、センターオーバーの３塁打でこの回３点。

さらに４回。立教の攻撃、２死３塁から、加藤９Ｆ、これが落ちて追加点。

投げては、立教・森本が７回１死まで無失点、最後のマウンドにエース・矢部があがり、２死からサードゴロ。

がっちりファーストが捕って、ゲームセット！

立教が新人戦に続いて、県大会２連覇を果たした。

